
0. 文字

当言語の文字は、対清音字、対濁音字、中立音字、半母音字、母音字の五種類に分けられる。

又、順序, 文字, 音価, 名称は以下の通りである。

※指示詞・数詞・固有名詞以外に二重母音は含まれない。

※母音字以外を総称して子音字という。

※c, w, yは語尾には使われない。

※hは外来語の音写のみで使う。

1. 在詞

指示詞、代名詞、名詞を在詞と呼ぶ。

1-1. 指示詞

必ず、語頭は大文字の母音字、語末は"s","t","x","k"である。

以下に示すのは独立用法。係在用法は"a"を接尾。

1-2. 代名詞

必ず、語頭はL、語末は"p, f, x, k"のどれかで終わる。

以下に示すのは独立用法。係在用法は"a"を接尾。

1-3. 名詞

必ず対清音字で終わる。

但し、固有名詞は大文字で始め、接辞が付く場合は-で繋ぐ。
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語末が対清音字・対濁音字でない場合は、-sを付け、接尾辞はこのsより後に付ける。

2. 述詞

動詞と状態詞を述詞と呼ぶ。

全て後置修飾する。又、被修飾語に近いものほど意味は強い。

2-1. 独立形(辞書形)

動詞の語末は対濁音字、状態詞の語末は"o"である。

述語や補語となる用法。主語の後ろに置く。

係在形・係述形は、これに語尾を付ける。

2-2. 係在形(状態詞のみ)

在詞を修飾する。独立形の語尾を"a"にした形。

代名詞や指示詞や固有名詞も非限定的に修飾できる。

2-3. 係述形(状態詞のみ)

いわゆる副詞。独立形の語尾を"e"にした形。述詞を修飾する。

3. 助動詞

法詞・態詞は動詞の前に、時制詞・相詞は動詞の後ろに置く。

又、法詞と態詞、時制詞と相詞はそれぞれスペーシングしない。

係在用法の動詞に係る場合、法詞・態詞と動詞をハイフンで繋いでもよい。

3-1. 法詞

発話者の心的態度を表す。語末は"n"。

直説法

事実を述べる。意志などを含むものも、その意志を持っていることは事実なので直接法を使う。

条件法

非現実下での動作を述べる。

仮定法(接続法)はないので、条件節は開放条件と却下条件の区別を持たない。

命令法

命令する。

禁止法

禁止の命令をする。

命令法・禁止法と時制

命令法や禁止法は時制によって日本語での意味が変わる。
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3-2. 態詞

動作を見る立場を表す。語末は"r"。

能動態

動作主を主格、動作の受け手を対格に置く態。

受動態

動作の受け手を主格、動作主を対格に置く態。

動作主が不明、自明である場合は省略することが多い。

中間態

動作の受け手が存在しない(或いは動作主自身)である場合にとる態。

対格をとらない。

他動詞を自動詞化する。

3-3. 時制詞

動作の行われた時を表す。語頭はlで、語尾は母音。

現在時制詞は強調する場合以外省略される。

時制は絶対時制で、過去のことは必ず過去時制詞、未来のことは必ず未来時制詞を用いて表す。

但し、大過去や大未来は、基準となる過去や未来がある場合にのみ相対的に用いる。

3-4. 相詞

動作の段階や状況を表す。語末は"r"。

4. 係詞

いわゆる前置詞。語末は"l"。

主格係詞と対格係詞は関係代名詞節内、倒置、強調の場合のみ用いる。

又、係詞の語頭にaをつけると、係在用法となる。

属格係詞・係格係詞について、従属語が母音で始まるときと、文末に置かれる場合はlをつけた形を使う。
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SVOM以外の語順になる場合は主格係詞や対格係詞も省略できず、述語(述部)の直前にneを置く。

5. 接続詞

語末は"m"。従属接続詞(水色)の語尾の"m"を"l"にすると後ろに名詞をとれる。

※略式:&

※略式://

※略式:/

※因果関係の強さによって使い分ける。

※接続の接続詞について、lomは順序、omは並列で使うことが多い。

※条件の接続詞について、zemは却下条件、semは開放条件で使うことが多い。

※節が長い場合は、節末にneをつけても良い。但し、文末ではふつう付けない。

※主文より前に節を置く場合はneを省略できない。

9. 節詞

関係代名詞と準詞を合わせて節詞と呼ぶ。

9-1. 関係代名詞

ta, tap, tafを関係代名詞という。

taとneで不完全文を挟み、関係代名詞節を導く。

tap/tafとneで不完全文を挟むと、先行詞を内包する関係詞節となる。

※ neは文末では省略される。
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9-2. 準詞

doを準詞という。

neは文末では通例、省略される。
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doとneで完全文、又は状態詞独立形を挟み、準名詞を導く。

①完全文を挟んだ場合は「～すること」の意味。

②状態詞独立用法をとった場合は形容名詞句「～さ」「～性」の意味。

deとneで完全文を挟むと、意味の曖昧な従属節になる。

英語の分詞構文に近い。漠然とその動作が行われた時の様子などを示す。

10. 数詞

Palamでは十進法を用いる。

名詞にそのまま後置すると基数、語頭にaを付けて後置すると序数を表す。

名詞として用いる場合は語末にsを付ける。

0 11 riupia =10*2

1 12 riufua =10*3

2 13 riutea =10*4

3 14 riusoa =10*5

4 15 riuxai =10*5+1

5 16 riukui =100+10*5

6 17 riumei =100+10*7+5

7 18 riunoi =100*2

8 19 =1000*2+100+10*5

9 =1000*10

※赤字の数詞を"数基"という。 tea-lot-pusoa

※数基以外の数詞を"複合数詞"という。

● 数基は必ず二重母音で終わる。この二重母音部分が変化する。

→直前の数基の掛ける数になる。

→直前の数基の指数になる。但し、二桁以上では語頭に#を付けて表す。

→上から数を読み上げるときに使う。(読上げる最後の数詞だけは基数形を使う。）

①
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③

④
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⑥

⑦

11. 感動詞

語末は"u"。主なものは以下のとおり。

12. 補助詞

他の品詞では表せない微妙なニュアンスを付け足す。語末は"i"。

「数詞,数詞」は、加法を表す。但し、二桁の数の場合は「,」を省略する。

「数詞_読上形数詞」は、乗法を表す。但し、数基乗法形が使える場合はそちらを使う。

小数点はlotで表し、その前後に「-」を置く。又、小数点以下の数は読上で表す。

分数は、「-atol-」の前に分子、後ろに分母を置いて表す。
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乗法形：eになる

指数形：oになる

読上形：uになる

複合数詞は、数字で書く場合、一の位から三桁毎に「:」(コロン)を入れる。
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10:000を超える数では、千の位までは上記の表記をし、それより上位では、「:」で区切られた区画ご

とに、「pou+指数形数基_読上形複合数詞(3桁)」の形を使って表し、それを連ねて表記する。
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重要なものを上げておくと、否定の補助詞mi, 決定疑問の補助詞piなどがある。

miは動詞句の前、piは文頭または文末に置く。（文末に置くと確認の意味になる。）

13. 語順

基本的にはSVO, SVC, Pr, NA, GNである。

又、大文字を用いるのは、強調する場合以外では指示詞、代名詞、固有名詞の語頭のみとする。

14. 用語解説

係在用法 在詞を修飾する用法。指示詞、代名詞も、非限定的に修飾できる。

所有用法 所有代名詞にあたる用法。（「～のもの」と訳す。)

係詞の後に置かれる名詞。英語でいう"前置詞の目的語"。

15. 敬語

動詞の直後にesiを置くと尊敬語、asiを置くと丁寧語になる。(謙譲語はない。)

又、敬称については、名前に-esiを後置する。

16. 補足

① ハイフンで始まる接尾語は、ハイフンを付ける代わりに上付き文字でも表せる。

②

③ 重文において、二文で重複している文の要素を省略できる。

複文において、従属節内の文の要素とその一つ上位の節の文の要素と重複する場合は、従属節側

の重複している文の要素を省略できる。

従属語











→上から数を読み上げるときに使う。(読上げる最後の数詞だけは基数形を使う。）


